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１．はじめに　
　昨今，高度な教員養成を目指して，教職大学院や教
職高度化プログラムの設置などのさまざまな試みが行
われつつある。即戦力となるような実践力の獲得を目
指したものが多く，実習科目の充実が図られている。
しかし，教科としての専門性とは何か，専門性を向上
させるには何が必要なのかが明示されないまま，いた
ずらに実習科目のみが充実されても，果たして効果が
あるのだろうか。教科教育学としての使命は，上記の
命題を明らかすることにあると考える。そこで，本研
究者たちは，アクションリサーチに着目した。
　本年度は，院生による学部教育実習生の授業観察を
行う。大学院生の授業観察力の向上を目標としつつ，
同時にその成果を教育実習生にフィードバックし，教
育実習生の実践力の向上をもめざす。そのなかから，
教科の専門性とは何かという命題の一端を明らかにす
ることを研究の目的とする。
　研究の経過は以下である。３年生の前期教育実習期
間中に，大学院１年生（音楽７名，造形芸術２名）が
２校の教育実習校において，３年生の教壇実習を観察
した。観察後，観察録をもとに検討会を行い，教科の
専門性について討議した。その結果を報告する。

（三村　真弓）

２．アクションリサーチとは
　近年，教員養成系大学において教職大学院や教職高
度化プログラムが設置され，従来の研究中心の大学院
プログラムへの反定立的主張として，理論と実践の統
合への期待が高まっている。しかしながら，そのプロ
グラムの内容を精査すると，特に大学院２年次におい
て，教科教育に関する科目以上に学級経営，生徒指導
など学校運営に関する科目を重視することから，教科

教育そのものの学的訓練の不足が懸念されている。そ
こで本研究では，アクションリサーチという手法によ
る理論の実践化をめざす。
　アクションリサーチとは，現職教師が自らの教室内
での教育上の問題解決を図ることを通して，自ら行動

（action）を計画，実施し，その結果を観察・内省す
ることによって自己成長を図ることをめざして行う自
分サイズの調査研究である。授業という研究対象に対
して，従来の実証的授業研究は，基盤となる理論をも
とに仮説を設定し，実践に関わる諸変数をコントロー
ルして仮説を検証し，理論の精緻化を通して１つの真
理を追究する，トップダウン型の研究である。これに
対して，アクションリサーチ的授業研究は，教師が自
らの教室内外の問題，関心事について深く理解し，実
践を改善しようとするボトムアップ型の研究であると
言えよう。

（深澤　清治）
　
３．音楽科授業のアクションリサーチ
　教育実習におけるアクションリサーチの観察眼を養
うために，前期の大学院の授業において，さまざまな
音楽科授業の映像を見て観察を行い，授業観察のポイ
ントを押さえた。使用した観察録は，①教師の視点（発
問・説明の仕方，板書，視線，声の大きさ，コミュニ
ケーション等），②授業の視点（学習内容，授業構成，
指導方法，学習活動の量と質等），③学習者の視点（関
心・意欲・態度，到達度，授業規律等）の３項目で構
成されている。教育実習期間のアクションリサーチで
も同一の観察録を用いた。
　

（１）音楽科授業の観察録の内容
　Ｈ21年９月16日から30日にかけて，大学院１年生２
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　以上のことから，観察者は，観察を積み重ねること
によって，しだいに授業の細部まで着眼できるように
なっており，しかも，授業の本質的な部分である音楽的
内容に関わる洞察力が獲得されつつあることがわかる。

（２）教育実習生へのインタビューと教育実習ノート
　Ａ中学校の教育実習生に，実習終了後インタビュー
を行った。院生が観察についたことについての感想は
以下である。

・とてもよかった。実習の経験をもとに，実習生の
立場になって意見を言ってくれた。

・生徒がうるさい時，こうすればできるよ，私はこ
うしたよ，と具体的に方法を教えてくれた。

・授業規律を保つのにも，その人の性格に応じて方
法を考えればいいと，明るいムードで励ましてく
れた。

　教育実習ノートには，院生の発言した言葉が残って
いた。実習の最初の頃の記述は以下である。

名がＡ中学校で，５名がＢ中学校で，学部３年生の教
壇実習の授業を観察した。Ａ中学校では15の授業，Ｂ
中学校では16の授業を観察した。Ｂ中学校では授業後
の反省会に院生があまり参加できなかったので，教育
実習生に対するフィードバックができなかった。本稿
では，Ａ中学校で観察を行った院生１名の観察録に着
目し，初めの頃の観察記録と最後の頃の観察記録を比
較する。授業は，どちらも表現の授業で，９月18日の
授業は箏の授業，９月28日の授業は合唱の授業であ
る。なお，授業者はそれぞれ別である。
　表１よりも，表２の方が，詳細なところまで観察で
きていることがわかる。表１では，教師の視点や学習
者の視点の項目で，授業規律に関する気づきが多いが，
表２では，授業の視点での気づきが圧倒的に増えてい
る。観察しながら気づいた課題のうち，授業中に生起
した音楽的内容以外の課題に対して観察者が考えた対
処法には　　を，音楽的内容に関する課題に対して観
察者が考えた対処法には　　を付している。音楽的内
容以外の課題に対する対処法にはそれほどの差はない
が，音楽的内容の課題に対する対処法は，表１では２
点しかないが，表２では12点に増えている。

教師の視点 授業の視点 学習者の視点
振り返りを聞くよう促せるとよい
静かになるまで待つ

音が鳴っていてあまり聞けていない

「いいですか」声が届いている○
ワークシートがない生徒を確認でき
ていない
姿勢，手の構えを１つずつ確認◎
ツメをあてる角度の説明の仕方に工
夫が必要か

本時の約束３つ言う←「３つあります」
◎
前時の復習，姿勢の確認◎

集中して話が聞けている
よく声が出ている

箏の音階練習，弦の名前を言いなが
ら◎

ツメの当て方の説明…少しわかりにくい
実際に誰かやってみるとよい（良い手本，
悪い手本を示すなど）

生徒が勝手に音を鳴らし始める←本
時の約束を思い出させる必要が

Ｔ１が話している時，ＴＴが生徒に
指導×
範奏にもう少し注目させられるとよ
い

全員で最初の２小節を弾く→少し短いの
では？

１回練習した後に弾き続けてしまう
弾いていない方の生徒に指示が必要
ワークシートを広げてよく話が聞け
ている
範奏少しざわざわする

ペアでの練習の仕方：私語が多く聞
けていない
練習していない子に声かけする必要
がある
チェックする順番を臨機応変に

ペアでの練習：楽譜をどこに置くかなど
全体で指示した方がよいのでは？
全体での練習もあったのでもう少し短く
てもよい

チェックでOKの後どうするか，全体
で徹底するとよい？

CDを聴いた後に「聴いたことがある
人？」の質問はいる？

「さくらさくら」鑑賞
弦の名前を読む→意図が伝わっていない
←なぜ弦の名前を読ませるのかを伝える
必要がある

CDよく聞けている…弾かないことを
徹底できると

静かにさせるポイント，もう１つ早
ければ指示が伝わるのでは？

「さくらさくら」練習
テンポが速い
１フレーズだけなど短くして取り組ませ
てもよい？

弦名を歌うところで弾いている生徒
が多い
指練習はよくできていても「さくら
さくら」はできない子も

表１　「箏に挑戦しよう」（９月18日）の観察録
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・記入しているかどうかを，生徒のなかに入って確
認する。

　上記から明白なように，実習の最初の頃では，主と
して授業規律などに関するコメントが多い。実習の最
後の頃では，それらに以下が加わる。以下は，音楽的
内容に関するコメントである。院生の観察眼が，授業
規律のような，音楽外のことのみに向けられるのでは
なく，音楽に関わる事象に向けられるようになったこ

・雑音・私語があるのは環境的にダメ。
・大切な所で“静かに”を徹底すること。
・生徒のリアクションを見る。生徒との会話の

キャッチボールができるように。
・１つの指示で１つの活動をやらせる。
・生徒が何をしているかをよく把握する。
・話し方ははっきりと，視線は四隅を見るように。
・全体に目を配る。同じ子ばかりに当てない。
・指導案を見ながらしゃべるのはよくない。

教師の視点 授業の視点 学習者の視点
振り返りが出るように促せるとよい，
聞くように促す必要がある
静かになるのを待って，説明◎

私語が多い

「市民音楽祭」によく反応している
全体を見渡して準備ができるのを待
つ◎
生徒と会話しようとしている，生徒
の反応が見取れている

既習曲「遙か」を歌う：「よく歌えました」
の評価…具体的に

女子よく声が出ている
男女とも入りが苦手か
歌い終わってから，私語が多い
生徒は指名されて驚いた様子

範唱のポイント：静かに聞かせられ
ている

「ひとつの朝」の範唱：何を注意して聞
いてほしいか確認

範唱，よく聞けている○
範唱後私語が増える×→聞いてほし
いポイントを増やしてもよいか？

　 パート練習←目的の指示があればよい，
音取りでも目標がもてるとよい
時間の指定は？
バス：歌で生徒をひっぱれている。生徒
に大丈夫と言われた時の対応が課題，手
拍子いらないのでは？歌うことに集中さ
せたい
テノール：できていない所を中心に練習
できている，曲に合った歌い方ができる
とよい

バス：移動に時間がかかる，始まる
とスムーズ
テノールとバスは私語が多い，声が
あまり出ない
途中で楽譜を取りにくる子が多い←
最初に確認
ソプラノ：よく声が出ている
アルト：話がしっかり聞けている様
子

指揮：もっと注目させてもよいかも 立たせて全体で通す：立ってから指示よ
り，座ったままの方がよりよい
指揮を見せたいなら，台の上に立った方
がよい？
ハミングの仕方の注意→良い手本を示せ
ばよいのでは？
テンポの変化，声で指示できるとよい？

指名した生徒が答える時に，（ほかの
生徒に）聞かせられるとよい
生徒の中に入っていけるのは良い
しかし他の生徒への視線も必要（特
に女子への対応が少ない）×

楽譜から動きが似ているパートを探させ
る←もう少しヒントがあれば←全員に楽
譜をみるよう，促せるとよい
アルトと男声で練習（ソプラノへの指示
◎）←ハモリを実感させたいなら，お互
いに聞くよう指示すべき
各パートの入りが指示できれば（歌いな
がら）

私語が多←強く言う場面も必要か？
←ＴＴもっと入ってもよいのでは？

言葉が重なる所の盛り上がりを練習：立
たせてからの説明なので伝わっていない
←大事な説明の時は座らせる

歌い出しの男子，やはり不安そう
←全体で始める前に注意点を各パー
トに言えると良いのでは

最後であることを伝え，集中させよ
うとする◎
立っている時間が長いか？

ビデオ撮影←集中力が高まっている
授業の初めにビデオ撮影があることを
言っておけばよかったのでは？

「曲想」に少しふれられると良かったか？
音楽係を補助できるとよい まとめ：自己評価表や号令と区別したタ

イミングだとよいか

表２　「曲想をつけて全曲通して演奏しよう」（９月28日）の観察録
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（１）美術科授業の教育実習観察概要
　観察した授業は中学１年生「エンジェルビュー」，
中学３年生「アナモルフォーシス」，高校１年生「立
体模写」であった。大学院生は，授業後に実施された
授業協議会に参加し，教育実習生に対し観察に基づい
たアドバイスを行った。また，教育実習生と共に，附
属学校教員による教育実習指導を受ける機会を得た。
　観察期間は，平成21年９月17日から10月２日までの
間に７日間であった。Ｓ君は10時間，Ｙ君は12時間の
教育実習授業観察を行った。また，各々同日に同時間
の授業協議会へ参加した。
　

（２）観察を行った大学院生の教育実習経験
　Ｓ君は，教育学部卒業後，そのまま大学院に進学し
た。そのため，教育実習は大学附属学校で学部４年生
の時に４週間の本実習，学部３年生の時に３日間の観
察実習として受講している。今回の観察の約２～３年
前のことである。
　Ｙ君は，学部は他大学の芸術学部を卒業している。
その後本学大学院に進学した。そのため，教育実習は
４年時に母校実習という形で実施している。附属学校
をもたない大学であったため，公立中学校での教育実
習受講であり，それは今回の観察の約２年前のことで
ある。

（３）大学院生へのインタビューから
①大学院生が学部教育実習を観察する意味
　今回の教育実習観察が自分自身にとってどのような
意味があったと思うかを大学院生２名に尋ねた。する
と，両名とも「自分が教育実習を行ったときの観察と
は違った視点で観察できた。」と答えている。つまり，

「実習の経験や大学院での学習や視点をもった授業観
察などの経験，客観的な立場に立てたことなどによっ
て，学部時代の実習の時に比べて観察の視点を多面的
にもつことができた」と自覚しているようであった。
　また，授業をすることに慣れていない実習生の授業
を観察し，問題点を指摘することのできる立場に立つ
ことによって，「授業を行う上でおかしやすい失敗や，
見落としやすい点などを比較的冷静に確認できた」こ
とを利点として挙げている。そしてこれは，「自分が
将来授業を行う上での大きな参考になるのではないか
と感じている」とも話している。
　２名は，授業後に実施された協議会に全日参加して
いるが，指導案を作成する時点での関わりがなかった
点を残念に思っていた。指導案を作る時点での経験者
としての関わりがあった方が，間違いなくよりよい実
習につながったと思われるというのである。それは２

とがわかる。このことは，院生の洞察力が深まったこ
とを示すと同時に，教育実習生の授業が安定してきた
ことをも示している。すなわち，ある程度，授業規律
が保たれるようになったからこそ，音楽的な内容にま
で踏み込めるようになったといえるのである。

・歌の入りの指示を明確に。
・楽譜に○をつけさせ，もう一度確認する。
・できているパートには，もっと曲想をつけさせる。
・説明的になりすぎる。子どもたちに考えさせるな

かで説明していく。
・歌をもう少しほめてあげる。歌うための具体的な

指示や，歌っていないパートにも具体的な指示が
いる。

・楽譜の必要性。楽譜に照らして確認することが大
事。

　以上のように，今回のアクションリサーチによって
院生の成長が認められたとともに，教育実習生にも
フィードバックしたことがわかった。

（３）音楽科の専門性
　今回，観察に行った院生７名に，インタビューした
結果，次のようなコメントがあった。「この実習生は，
良い音楽教育を受けてきたのだなあということがわ
かった。その人がどんな音楽教育を受けてきたかで，
授業力に差が出るような気がした。」「大学の模擬授業
で教えてもらった，授業規律を保つためのノウハウや
授業の流れなどは，教育実習期間中でも十分に学べる
と思った。しかし，教育実習期間中では獲得できない
ものがある。それは，音楽そのものをどう教えるかだ
と思った。」この２つの意見は，奇しくも同じことを
指している。つまり，学習者の音楽表現を聴いて，そ
れのどこがすばらしいかわかること，あるいはどこに
問題があって，どこをどうすればそれが解決するかが
わかること，また音楽のすばらしさをどう教えたら学
習者に伝わるかがわかることは，音楽の専門教育を受
けてきたプロセスで学べることであって，一朝一夕に
獲得できる知識ではないのである。

（三村　真弓）

４．美術科教育実習の観察
　教育実習経験のある大学院生（博士課程前期造形芸
術教育学専修２年生２名）が，経験の浅い学部３年生
の教育実習（本実習）を観察した。このような観察が，
経験者である大学院生にとってどのような学びを可能
にするかに着目した結果を概要と共に記す。
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　具体的には，どのような違いがあったと感じている
のだろうか。それについて，Ｙ君は次のように語って
いる。
　「教育学部では，具体的に授業のビデオをみたり，
附属の先生の授業をみたりしてきた。これらが大き
かった。どういう授業がよい授業なのか，どういう授
業が悪い授業なのかといったことについてのイメージ
ができたことが大きいと思う。よい授業，悪い授業と
いうのがどのようなものなのかについて，学部時代で
は十分な理解がなかった。何より授業についてのイ
メージがなかった。院生時代に行った学習でこれらが
形成されたように思われる。」
　Ｙ君によれば，「授業を実際に，またはビデオでも
見て，どういうところがよいのか，なぜよいのか，ど
ういうところが悪いのか，なぜ悪いのか，これらを考
えることは大きな学びになっているように思う。自分
の判断に理論的な背景をもつことが大きかった。」と
いうことである。学部生時代のことを振り返ってみる
と，「理論的な背景をもとによい授業を作るというよ
りも，授業をすることだけにただただ精一杯であって，
授業を何とか成立させることだけが教育実習の唯一の
目標だったように思う。」というのである。
　さらに，「現役の先生の授業ではなく実習生の授業
を見ると，うまくできないことが多い。自分はどちら
かというと教師というより実習生の立場に近いので，
自分もこういうところに気をつけなくてはいけないな
という部分を客観的に見ることによって，自分自身の
課題にも気づくことができた。」と語っている。
　現役の先生の良い授業は，もちろん大きな学びであ
る。良い授業を見て，「ここの工夫が良いから，自分
も取り入れるようにしよう」等と思うことができるの
である。しかし，それと同時に，未熟な授業にも多く
の学びの要素が含まれていることに，２名は気づいた
ようであった。それは，「こういうところがうまくいっ
ていなかったから，自分もそうならないように気をつ
けなくてはならない」等と思い，違った視点で参考に
できるというのである。失敗例がむしろよりよい検討
材料になるといった気づきが，学部教育実習観察に
よって可能になることを示唆している。
　
③学部生が大学院生に教育実習観察を受ける意味
　大学院生による学部教育実習の観察が学部生にとっ
てどのような意味があると思うかを尋ねた。すると，

「現役の先生（指導の先生）とも実習生仲間とも違っ
た立場の者からの意見が得られる。」のではないかと
答えた。それは，現役の先生にはない立場の近さ，実
習生仲間にはない教育実習の経験といった大学院生固

名自身が，経験者としての視点を，有意義なものとし
て学部生に伝えられるのではないかと考えている点に
ある。つまり，指導案をつくる時点では気づかなかっ
たことが，実際に自分がやってみて気づくようなこと
があると考えている。例えば発言を逐一考えても，そ
のままには授業が進んでいかないことなどである。「実
習生は生徒の反応の想定や予想が十分にできるような
状態ではないと思うので，経験者であり第三者である
院生が気づきを言ってあげられることはメリットが大
きい」と２名は考えていた。
　２名には，自分自身が教育実習を行ったときにはわ
からずに，経験者として参加してみて初めてわかった
ことがあった。それは，実習で同級生の実習を観察し
ていても気付かなかったことだった。実習生として同
級生の授業を見る場合には，自分がやる場合を想定し
ながら見てしまっており，授業者と同じ視点に立ちす
ぎてしまったと感じたようだ。そのことによって，こ
の授業でこのような説明があるけど，言うべきことが
ちゃんと言えているかとか，時間どおりに終われるか
とか，の心配ばかりをしていたようである。自分も同
じように授業をしなければならないので，そのことに
対して共感的に気がかりになりすぎてしまっていたの
ではないかと彼らは振り返っている。
　しかし，院生として学部教育実習を観察してみたら，
計画どおりに進めることができるかという視点だけで
なく，授業の内容にも視点が広がった。それは例えば，
授業で授業者がどうしたらよいかとか，もっとこうし
た方がいいのではないかとか，内容や方法の授業とし
ての適正さについて考えて見ていた自分に気づいたと
話している。
　
②�大学院生にとっての学部教育実習観察の意味は，ど

こに由来するか
　大学院生が学部教育実習を観察する意味について，
上述のように語ってくれたので，それがいったいどこ
に由来すると思うかを尋ねた。つまりそれは，単に教
育実習の経験が多かったから客観的に見られただけな
のか，それとも何か他の学びが自身のより良い変化に
効果をもたらしたと考えられるのか，といったことで
ある。
　この問いについて，Ｙ君が興味深い回答を行った。
Ｙ君は，前述のとおり芸術学部の出身で絵画実技を専
門的に学んだが，大学院では教育について学んでき
た。本人によれば，「学部の時は，教育のことなど学
んでいないのと同然だった。」のであり，「教育学研究
科に来て学んだことは大きかったと思う。」と語って
いる。
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て，実践と研究を統合して授業研究を行うことにより，
教育実習生の教科指導力と，院生の授業観察力の向上
をめざした。その結果，ある程度の成果を挙げること
ができた。
　教科の専門性とは何かという命題に対する答は，い
まだ明確には出ていないが，今回研究に協力してくれ
た院生たちの言葉から，大学の教員養成課程における
専門教育のあり方をもう一度見直す必要があるように
思われる。大学の教員養成課程のシラバスによくみら
れる○○科教育法において，いくら授業の構成の仕方
や指導のノウハウを教えても，実際の授業中に生起す
る教科の内容に関わる問題を100％カバーすることは
不可能なのである。音楽科や美術科のような，技能や
美的判断を求められるような科目では，特にそうであ
ると言わざるを得ない。
　教科の専門性は，専門教育で培われるものを土台と
して，そのうえに教科教育学的な方法論が位置するこ
とによって，ようやく獲得されるものではないだろう
か。模擬授業や教育実習を積み重ねることだけでは獲
得されないものであるといえよう。
　今後は，専門教育の研究者と教科教育の研究者が連
携を組み，共通認識をもって，教育実習指導に関わる
べきではないだろうか。

（三村　真弓）

有の位置が，指導教員にも実習生仲間にもできない新
たな学びを可能にするように思われると話していた。
今回は，学部生自身にこの問に対する答えをもらう機
会がなかったが，大学院生自身が比較的学部生自身に
近い立場から想像した結果として，示唆に富むものと
考えても良いかもしれない。

（４）まとめ
　経験の浅い教育実習生が経験の豊かな教員の授業を
観察する活動は，これまで多くの教育実習中にしばし
ば行われてきた。しかし今回の観察のように，その逆
の観察を積極的な学びとして行っている例はあまり聞
かれない。大学院生による学部生教育実習の観察は，
観察した当人の印象をふまえれば，上記したようなさ
まざまな効果が考えられる。もちろん，大学院生のこ
れまでの教育実習経験や学習経験，あるいはコミュニ
ケーション力その他の諸能力によって大きくその想定
効果は変わるだろう。しかし，新たな学びの可能性を
開く教育実習のあり方として，検討を進める価値があ
るように思われる。

　（三根　和浪）
　
５．おわりに
　本研究では，アクションリサーチという手法によっ




